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WCF RIA サービスでデータアクセス 

WCF RIA サービス対応のアプリケーション 
開発の流れ 

Windows Phone “Mango”: RSS/ATOM 
リーダーからTwitter検索への応用 

クラスからのサンプルデータを使った 
画面デザイン 



RIA 開発の課題   
「データとの亀裂」 

RIA から直接データベースに接続できない 

RIA は、クラウドによってデータから分離されている 
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参考: WCF RIA Services によるエンタープライズ パターン 
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WCF RIA Services 
RIA 開発の課題 解決策 

クライアントとサーバー、２つのプロジェクト 

ウィザードによるコード生成、ドラッグ＆ドロップでの開発 

同一ソリューションなので一度にデバッグ可能 

Silverlight アプリケーション ドメイン サービス 

エンティティ モデル データ
ベース 



WCF RIA Services の利用 



ATOM や RSS フィードの読み込み 

Expression Blend でサンプルデータを使い 
データバインド 

WebClient クラスで ATOM / RSS フィードの 
ダウンロード 

SyndicationFeed クラスで、フィード解析 

ページオブジェクトの DataContext に SyndicationFeed 
オブジェクトを指定 



フィード処理の 4 行 

// e.Result は WebClient の通信結果 

StringReader strR = new StringReader(e.Result); 

XmlReader xmlR = XmlReader.Create(strR); 

SyndicationFeed sf =SyndicationFeed.Load(xmlR); 

this.DataContext = sf; 



サンプルデータと UI 



 
 

 

Windows Phone “Mango” 

RSS/ATOM リーダーから 

Twitter検索への応用 
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